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不破郡関ヶ原町野上は、北に相川が流れ南に南宮山がそびえる狭隔な地で交

通の要衝に当たります。古代においては東山道が通り西に不破の関、東に美濃

国府をひかえ、壬申の乱の行宮が設置されたといわれる重要な拠点です。また

中世においても「野上宿」としてしばしば文学作品に登場しています。近世に

は中山道が通り、現在も沿道には松並木の一部が遣存し、関ヶ原町の天然記念

物として保護されております。

今回の調査では、松並木が植えられていた盛土状遺構に続く道路の堆積の状

態が明らかになりました。将軍の上洛や姫君の輿入れをはじめ、大名行列や朝

鮮通信使などの通行に利用された中山道の築き方や道幅をうかがい知る上で貴

重な資料となりました。

本報告書が刊行されるまでには、関ヶ原町教育委員会をはじめ関係諸機関並

びに関係者各位、地元の皆様からの多大な御指導、御協力を賜りました。厚く

お礼申し上げます。

平成１３年３月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長服部卓郎



例 匠Ｉ

本書は、不破郡関ヶ原町大字野上字北整理に所在する中山道（岐阜県遺跡番号21362-08904）の発

掘調査報告書である。

本調査は一般国道21号関ヶ原バイパス建設事業に伴うもので、建設省中部地方建設局（現国士交

通省中部地方整備局）から岐阜県教育委員会が委託を受けた。発掘調査は財団法人岐阜県文化財

保護センターが実施した。

発掘調査は平成１２年度に実施し、浅野哲男が担当した。

本書の執筆は、浅野が担当した。

遺物の写真撮影は、フォトスタジオサトウに委託して行った。

空中写真測量は、㈱イビソクに委託して行った。

発掘調査および報告書の作成にあたって次の方々や諸機関から御助言・御指導をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である（敬称略・五十音順)。

太田三郎・梶山勝・中)||尚子・長屋幸二・早川万年・渡辺博人・関ヶ原町教育委員会・関ヶ原

町歴史民俗資料館・垂井町教育委員会

本文中の方位は、国士座標第VH系の庫標北を示している。

士及び士器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄１９９７『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社）

による。

調査記録及び出土品は、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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